
　

〇　１・２・３段目の「子どもの学びに関すること」「子どもの心の育ちに関すること」「子どもの体力に関すること」については、重点目標と重点的取組、指標を設定する（必須）。

〇　4・5段目については、「小中一貫教育」「特別支援教育」「生徒指導」「長欠・不登校対策」「業務改善」等、学校独自の取組の重点目標と重点的取組、指標を設定することができる（任意）。

〇　重点的取組の成果等を適宜検証し、必要に応じて改善するなどPDCAサイクルの推進を図る。その際、各校で独自に実施するアンケート等を活用し、取組の成果を客観的に把握する。

〇　中間評価①は７月末、中間評価②は１２月末、年度末評価は３月２５日までを目安に行う。

〇　年度末評価は、Ａ（目標を十分に達成）Ｂ（概ね達成）Ｃ（やや不十分）Ｄ（不十分）の４段階評価で行う。

14◆◆◆③□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□

１４◆◆◆④〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇

-

１４◆◆◆⑤●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●

〇「毎週水曜日を部活動休止日」に設定しその日に諸
会議を行い日々の残業時間を減らす。
〇会議の内容・人数を精選し、必要最小限度で行う。資
料はデータ配信を行う。
〇校務分掌の見直しを行い、　統廃合を行い職員の負
担を軽減する。
〇校長のリーダーシップの下、尾倉中人材育成方針に
基づいて、メンター、メンティー制を取り入れ、その中で
業務改善策（OJT研修を含む）について話し合う機会
を設定する。

○年度初めに校内OJTについて職員
全体で確認した。また、校内OJT研修
「OGUコミュ」を実施した。

○４月に第１回OGUコミュを実施
し、メンティーの先生を集めて「自
己評価・自己申告」について確認し
た。
◆授業や業務改善については、１
学期に十分触れることができな
かった。２学期に研究授業を実施
し、授業づくりについて他の先生か
らのアドバイスを受けれるよう、時
間割の調整等の体制を整えていく。

に

関

す

る

こ

と

１０◆◆◆③□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□

小

中

一

貫

教

育

に

関

す

る

こ

と

指

標

◆一か月の時間外勤務が４５時間以下
の職員の割合【１００％】
◆若手教員の育成のため、３年次以内
の教員を対象に校内OJT研修の充実
【年３回（学期に１回）以上】

業

務

改

善

・

O

J

T

重点
目標

働きやすい職場づくり

１０◆◆◆④〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇

-

１０◆◆◆⑤●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●

指

標

◆９年間を見通した各教科の重点課題
に対する取組【１学期計画、２学期実
践、３学期反省・重点課題の修正】
◆尾倉中学校区の特色を生かした９年
間カリキュラムの作成と実施【１学期作
成、２学期実践、３学期反省及び修正】

重点
目標

尾倉中学校区　小中一貫教育スタン
ダードの作成

〇令和４年度に作成した９年間カリ及び各教科の重点
課題に対する取組（１学期計画、２学期実践、３学期反
省・重点課題の修正）。
〇尾倉中学校区の特色を小中合同で検討し、小中及び
地域と連携したカリキュラムの作成と実施（１学期作成、
２学期実践、３学期反省及び修正）。

・中学校から、小学校へ保健体育・理科の派
遣授業（T2）を行った。
・夏季休暇中に小中合同研修を行い、今後の
方向性ついて小学校と共通理解を図った。

〇行事等を通して小中一貫（連
携）教育により、中１ギャップ解消へ
の取組の一助にはなっている。
▲９年間を見通したカリキュラム編
成に難しさを感じている。小中合同
の一貫教育構想図・分掌図を作成
することで、小中一貫教育の推進
に努めたい。

体力③□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□

体力④〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇

A

体力⑤●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●

指

標

〈学校生活アンケート〉
◆「体育の授業が楽しい」の、肯定的な
回答をした生徒の割合【８５％以上】
〈学校生活アンケート〉
◆「スポーツをする、見る、支えることに
興味がある」の、肯定的な回答をした生
徒の割合【８０％以上】

○学校評価アンケートの結果、「体
育の授業が楽しい」の肯定的な回
答をした生徒の割合が、1年生
97％、2年生87％、3年生９４％と、
全学年において目標を達成できて
いる。

◆小学校との交流ができなかった
ため、小学校の体育科の教諭との
密な連絡や、学校行事（体育大
会）を通して今後更に交流を図り
たい。

子

ど

も

の

体

力

に

関

す

る

こ

と

重点
目標

自らの健康や体力について考え、自ら
行動できる生徒の育成

○体育の授業を通して、体を動かすことが楽しいと感じ
ることができるような、単元の設定や内容の工夫を行
う。
○体育大会やクラスマッチなどの体育的行事を、生徒
自身の手で運営を行えるような取組を行う。
○小中一貫モデル校の取組として、中学校で行った新
体力テストの記録や、持久走の記録などを小学校に掲
示し、小学生の意識づけや目標設定に役立てるなど、学
校区で体力向上を図る。
〇小中一貫教育の取組として、体育的行事の交流を図
る。

〇普段の授業の中で、各単元内で体の
動かす楽しさや、その種目の特性に触
れさせたり、内容を工夫して少しでも楽
しいと思えるような教具や内容を設定し
たりなど努めている。

〇新体力テストの結果をランキング形式
で張り出し、日頃の体育への意識づけ
や、来年に向けての目標設定をさせるこ
とができている。

学び⑤●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●

指

標

＜学校生活アンケート＞
◆「振り返りを書くとき、振り返りの三視
点を意識しながら書きましたか」につい
て、肯定的な回答をした生徒の割合（授
業づくり）【８０％以上】
◆「学校の授業などで、自分の考えを
他の人に説明したり、文章に書いたりす
ることができると回答した生徒の割合
【６０％以上】
◆「学校の授業時間以外に１日当たり

子

ど

も

の

心

の

育

ち

に

関

す

る

こ

と

重点
目標

自分や友だちの良さに気づき、お互いを
思いやる心の育成

コロナ禍により、他者と関わる機会の減少や様々な活動
に制限があったことで、自分自身のよさやがんばりを認
識する機会が少なかった。教師が子どもの学びを支援
し、学びの過程における教師の励まし、価値付け等と
いった温かな関わりを考え実施する。
〇生徒の活動の場を確保するために、各クラスでの係
活動や生徒会活動の充実を図り、魅力的な学校・学年
行事の企画運営を行う。
〇生徒の心の状態を把握し指導に生かすために「生活
ノート」の活用と月に１回の生活アンケート，学期ごとに
「教育相談」を確実に実施する。
〇小中連携モデル校として、皿倉小との連携を図り、９カ
年を見通した心の育成を図る。

〇月に１度の生活アンケートを実施し、
それを基に全生徒に教育相談を行っ
た。悩みを抱えている生徒の把握をし、
気になる生徒は経過を確認し、必要に
応じてスクールカウンセラーなどの関係
機関に繋いでいくなどした。

〇スクールカウンセラーとの面談に
よって、改善に向かっている。
◆指標「自分には良いところがある
と思いますか」について肯定的な回
答をした生徒の割合［７０％］を達
成できていないので，道徳や学活
を中心に自己肯定感を高めていく
活動を行う。
◆指標「学校に行くのが楽しい」に
ついての肯定的な回答をした生徒
の割合［９０％以上］を達成できて
いいないので，行事や部活動など

子

ど

も

の

学

び

に

関

す

る

こ

と

心の育ち③□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□

心の育ち④〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇

A

心の育ち⑤●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

指

標

＜学校生活アンケート＞
◆「自分には良いところがあると思いま
すか」について、肯定的な回答をした生
徒の割合【７０%以上】
＜学校生活アンケート＞
◆「学校に行くのが楽しい」についての
肯定的な回答をした生徒の割合【９０％
以上】

重点的取組 取組状況 ○成果　◆課題と改善点 取組状況

A

令和 5 年度
学校教育目

標 豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生徒の育成　～みんなで考え、みんなで取り組み、みんなでつくる尾倉中学校～

本年度の重点 7月末　中間評価① 12月末　中間評価② 年度末評価

○成果　◆課題と改善点 評価 ○成果　◆次年度に向けた方向性・改善点

重点
目標

自分の考えを文章に表すことや根拠を
示して説明することができる生徒の育
成

○「考えをつくる」「まとめ」「振り返り」の各場面で「書
く活動」を充実させ、生徒が自身の考えを表出できるよ
うにする。　特に、「振り返り」では、振り返りの三視点
（学習の過程や学び方、知識・技能などの広がりや深ま
り、情意や意欲の向上）を意識させながら自分の言葉
で書かせるようにし、振り返りの質が向上するように指
導する。
〇全学年統一して「毎日の生活・学習ノート」に取り組
む。
〇プリントやAIドリルを活用し、朝自習の充実を図る。
〇小中連携モデル校として、皿倉小との連携を図り、９カ
年を見通した授業づくりを行う。

〇各授業で、まとめ振り返りについては
意識的に取り組んでもらっている。
〇二学期に若年授業研究を通して、互
見授業の実施と放課後の協議会を行
い、授業力向上を行う予定。

▲振り返りの３視点の意識【６８％】
まとめ振り返りとしては常日頃から
行えているが、特にまとめをする際
に、次時につながる情意面の向上
については、教師の声掛け等によっ
て改善する余地がある。
〇自分の意見を説明する【６２％】
目標はクリアできているが、得意と
している生徒は少ない。話し合う活
動等を通して自分の意見を整理し
表現できる生徒の育成を図りたい。

学び③□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□

学び④〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇

重点目標　及び　指標

（様式1）
令和 5 年度 北九州市立 尾倉中 スクールプラン


